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広報クイズQuiz

▶応募資格／どなたでも　※応募は１人につき１回まで
▶応募方法／次のいずれかから応募

▶応募期限／９月20日（水）必着

①警戒レベル４「○○○○」で
必ず全員避難しましょう。
②９月上旬から○○・○○○
○調査を実施します。
③緊急でない場合や、タク
シー代わりに○○○を呼ば
ないでください。
正解は来月号のこのコーナーでお知らせします。

広報たるいを読んで、クイズに挑戦しよう！
応募し、全問正解した人の中から抽選で３人に賞品をお
贈りします。なお、当選者の発表は、賞品の発送をもっ
てかえさせていただきます。

いつまでも健康な歯でいよう7/6

問題

役場垂井ホールで、不破郡「歯の優良児童」審査及び表彰
式が行われました。これは、郡内の各小学校８校から６
年生の男女１人ずつが選抜され、計16人の児童が、かみ
あわせや虫歯などの審査を受けるものです。入賞者は、
次のみなさんです。（敬称略）

灯り・夕涼みフェスタ2023が文化会館町民ひろばで開催
され、イルミネーションが会場一帯に灯されました。色
とりどりに光るイルミネーションに、訪れた人たちは家
族や友人たちと写真を撮るなどして、幻想的な光の空間
を楽しみ、涼を感じていました。

６年ぶり！
三木市とのスポーツ交流会7/22

竹中半兵衛ゆかりの地である兵庫県三木市とのスポーツ
交流会が６年ぶりに行われました。三木市からミニバス
ケットボールクラブの子どもたちや指導者など32人を迎
え、垂井町ミニバスケットボールスポーツ少年団との交
流試合を行いました。
参加した団員たちは、暑さに負けず精一杯プレーし、ス
ポーツを通じて親睦を深めました。

町職員の規律訓練を実施 7/27

第51回消防救助技術東海地区指導会に出場した、不破消
防組合消防本部の古橋祐樹さんが、はしご登はんで見事
優秀賞に輝き、早野町長に結果を報告しました。
この大会は、東海３県の69すべての消防本部から若手消
防職員約600人が集まり、陸上と水上あわせて15種類の
救助活動の技術を競うものです。古橋さんは、この結果
を受け、８月25日に札幌市で行われた第51回全国消防救
助技術大会に出場しました。

第51回消防救助技術東海地区
指導会　優秀賞に輝く8/10

災害時に迅速かつ的確に行動する能力を身につけるため、
全職員を対象に東消防署で実施しました。
消防署員の指導のもと、規律動作、隊列編成などの基本
動作を学びました。

真夏の夜のイルミネーション！7/29
～8/5鮎つかみに挑戦7/29

岩手地区で鮎つかみ体験が開催され、地域の２歳から小
学生までの子どもたちや、ボランティアの中学生などあ
わせて50人が参加しました。参加した子どもたちは、プ
ールに放流された鮎を追いかけ次々と鮎をつかみ取りま
した。鮎をつかみ取ると、家族や友人に自慢げに鮎を見
せ、嬉しそうな表情を見せていました。
つかみ取った鮎は塩焼きにしてみんなでおいしくいただ
きました。

申・問 〒503-2193　垂井町宮代2957番地の11
　　　垂井町役場　企画調整課　地域振興係
　　　☎22-1152
８月号の答え：①暮らしの便利帳　②食中毒　
　　　　　　　③ネットワークビジネス　 応募総数：113

（男子）
１位　山根洋人（関ケ原小）
２位　淺井羚眞（表佐小）
３位　秋田宙哉（東　小）

（女子）
１位　クルス愛海（宮代小）
２位　松岡穂果（岩手小）
３位　多賀萌衣（関ケ原小）

ふるさと納税の返礼品から、SDGsの視点で垂井町自
慢の特産品を紹介します。

垂井町で活躍中の農家「たるい惠farm」が作る旬のフ
ルーツや野菜を使ったジャムセットは、フェアト
レードの黒糖を使うなど、こだわりの逸品です。
夏（６月～９月）は、梅（ザラメ）、梅（黒糖）、トマト
の３種の手作りジャムを全国に届けています。
無添加で安心安全。南宮大社で毎月１日、15日に行
われている金山市でも販売しています！

たるい惠farmのジャム

まちの話題

TARUI TOPICS

応募手段 応募方法

１ 応募フォーム

２ ハガキ

紙面に添付のQRコードまたは町ホームページ
からアクセスし、必要事項を記入し送信
ハガキの裏面に「広報たるい９月号広報クイズ
の応募」、クイズの解答を記載し、以下へ郵送

▲髙田さん（左）

SDGs
　今月のたるい自慢

問 企画調整課　企画係
　 ☎22-1152

たるい惠farm
生産者：髙田惠子さん
所在地：宮代2849-1

けい

“あなたが実践する、簡単なSDGsを教えてください。”

▶

入
賞
し
た
児
童

今月の賞品

慈鶏園の「家族だん卵」
Ｍサイズ（20個）
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